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生存率 92.4% であるが 1)、性体験の低年齢化に伴い
若年層での子宮頸がん罹患率増加が課題となってい
る 2)。その一方で、早期発見に向けた子宮頸がん検




















研究では計画的行動理論（The Theory of Planned 
Behavior） に 着 目 し た。 計 画 的 行 動 理 論 は、
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要旨　本研究の目的は、女子看護学生の子宮頸がん検診未受診者の受診意思への関連要因を計画的行動理論に
基づいて明らかにすることである。A 大学 1 〜 4 年生の女子看護学生 162 人を対象として、2018 年に無記名
自記式質問紙調査を行った。分析方法は、計画的行動理論に基づき説明変数を子宮頸がんやその検診に対す
る態度的要因、目的変数を未受診者の受診意思の有無としてロジスティック回帰分析を行った。150 部配布し
（回収率 100%）、有効回答 129 部（86.0%）であった。未受診者 115 人（76.7%）のうち受診意思ありは 76 人
（66.1%）であった。分析の結果、目的変数と有意な関連を示したのは「他者からの勧め」（p ＜ .001）、「母親意








　A 大学に在籍する 1 〜 4 年生の女子看護学生 162
人に対して、無記名自記式質問紙調査を実施した。


















「あまり思わない」「思わない」の 4 段階で配点を 3


































 A 大学に在籍する 1～4 年生の女子看護学生 162
人に対して、無記名自記式質問紙調査を実施した。








































































　対象者 162 人のうち、欠席等の理由で 150 部を配
布し、回収率は 100% であった。有効回答は 129 人
（86.0%）、そのうち未受診者は 115 人であった。
１．対象者の属性分布
　対象者の年齢は 18 〜 22 歳で、平均年齢は 20.06
歳。未受診者のうち、検診の受診行動意思ありが 76





表 2 に示す。「疾病への恐れ」は平均 5.95、標準偏
差 0.32 で、平均点が最も高い項目となった。「疾患









　子宮頸がん検診の対象年齢は 20 歳以上である 8)。
本研究の対象者 129 人のうち 41 人は対象年齢外の
19 歳以下であった。同様に女子大学生を対象に子宮
頸がんに関する調査を行った亀崎ら 3) の研究におい





















 対象者 162 人のうち、欠席等の理由で 150 部を
配布し、回収率は 100%であった。有効回答は 129
人（86.0%）、そのうち未受診者は 115 人であった。 
 
１．対象者の属性分布 
 表 1 に示す。対象者の年齢は 18～22 歳で、平均
年齢は 20.06 歳。未受診者のうち、検診の受診行







て表 2 に示す。「疾病への恐れ」は平均 5.95、標準
偏差 0.32 で、平均点が最も高い項目となった。「疾
患の知識」の平均 2.18、標準偏差 1.46 から、知識
問題の正答数は半数以下である。 










本研究の対象者 129 人のうち 41 人は対象年齢外
の 19 歳以下であった。同様に女子大学生を対象に
子宮頸がんに関する調査を行った亀崎ら 3)の研究
においても、分析対象者 499 人中 194 人（38.9%）
表 1 対象者の基本属性 
 
表 2 未受診 7 連 
 
変数 グループ 意思あり 意思なし p値
76766.1%) 39733.9%)
学年 7%) 1年生 22 728.9) 9 723.1) .191
2年生 20 726.3) 10 725.6) 
3年生 20 726.3) 6 715.4) 
4年生 14 718.4) 14 735.9) 
年齢 7%) 18歳 7 7 9.2) 5 712.8) .306
19歳 20 726.3) 9 723.1) 
20歳 25 732.9) 7 717.9) 
21歳 15 719.7) 9 723.1) 
22歳 9 711.8) 9 723.1) 
家族 7%) 自宅生 42 755.3) 25 764.1) .427
自宅外生 34 744.7) 14 735.9) 
項目 合計得点 平均 標準偏差
疾病への恐れ 6 5.95 0.32
疾患の知識 5 2.18 1.46
他者からの勧め 15 11.90 2.51
母親の意向との関係性 3 1.30 0.93
受診検査方法の認知 6 4.42 1.65
コスト 9 6.25 1.77

















































































































表 3 未受診者の行動意思と 7 項目との関連 重回帰分析の結果 
 
※オッズ比は、1標準偏差あたりのオッズ比を示す      p<.10*   p<.001*** 
変数 オッズ比 p値
疾病への恐れ 1.03 (0.64-1.67) .89
疾患の知識 0.90 (0.56-1.42) .64
他者からの勧め 2.84 (1.58-5.09) <.001***
母親意向との関係性 1.57 (0.94-2.63) .085*
受診検査方法の認知 1.69 (0.32-1.07) .082*
コスト 0.81 (0.73-2.09) .43
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